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　当協会では、規格外や傷物で廃棄される祇園坊柿から『高級ジェラート』を生み出す、その名も『ゴミ

の山を宝に変えるプロジェクト』を３年かけてようやく終え、11月１日より『祇園坊柿高級ジェラート

（仮称：現在名称募集中）』発売が決定しました。

　なお、当協会では原料となる祇園坊柿（あおし）の『ペースト』（皮などをむき、ミキサーで単純に混

ぜたもの）買取りに関する情報を翌月広報に掲載する予定です。　

　当協会では、道の駅の存在意義を地域経済波及効果向上に寄与することと明確化し、町内産品の売上げ

割合を2012年24％から2014年41％へと着実に成果を上げてきました。さらに2016年には70％とすべく、地

域おこし協力隊員と協力し、町内特産品発掘を推進することとしました。

　『これは売れる!!』と思われる特産品がありましたら、ぜひ観光協会（☎28－1800）でお問い合わせく

ださい。　

　現在、全国的知名度を得つつある食文化伝道型Ｂ級グルメ『漬け物焼きそば』の更なる普及と魅力向上

を目指し、第４回よってみん祭やぁ～との連携で、漬物焼きそば宇宙一決定戦を８月29日に道の駅駐車場

にて開催。予想を超える数の来場者による人気投票の結果、僅差でしたが見事『だんご屋高丸』が初代王

者に輝きました。今回忙しい中、参加された事業者さんに心から感謝を申しあげます。

　また、今後ますます注目を集めるであろう『漬け物焼きそば』の取扱い事業者さんを引き続き募集して

おります。ぜひ観光協会（☎28－1800）でお問い合わせください。　
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さん宅で民泊を体験した都市部の生徒が夏休み

を利用し、わざわざ来町され、民泊家庭と再会しました。

　ご家族を伴い民泊時のお礼を言いに来た生徒、高校生になって

アルバイトをし、お小遣いを貯めてまで逢いに来た生徒など、本

当に人情深い町民さんを心底好きになったからこそ来町してくれ

るありがたい状況で、このような『絆』は一生続くことでしょう。

　一般的に『観光』とはレジャー目的で来ることと捉えられがち

ですが、過疎地における観光の役割とは町と町民の活性化（経済

的・精神的・定住人口増加など）に繋げるために、町外の方々に

来てもらうためであり、その手段はまさに多種多様で、正解はあ

りませんが良質な手段は存在します。

　当町にとって良質な手段とは『人情』を介して過疎地と都市部

の方が繋がることです。過疎地の人に会いに都市部の人が何度も

来てくれた結果、数年先には『人情田舎民泊』が当町にさまざま

な活性化をもたらすことでしょう。

　河野さん、片山さん、横畠さんを始めとして、多くの町民宅を

生徒達が再訪していると報告を受けており、この場をお借りして

人情深い町民の皆さまに対し、心から感謝申しあげます。

近年、増加傾向の当町来訪者様が感動・共感し、かつ町内への『経済波及効果』を高めるために、
ありのままの町民さんの取り組みをもとにした、多様かつ有効な手段を順次展開します。

◆祇園坊柿廃棄品活用型『高級ジェラート』を遂にビジネスベースで展開します。

◆道の駅における『町内産品』取扱い向上を更に強化します。

◆『だんご屋高丸 戸河内IC店』が漬け物焼きそば初代宇宙一に決定しました!!

◆町民さんの『人情』が都市部の人々を惹きつけ
　る大きな原動力になっています。

河野修三さん宅

片山光明さん宅

横畠正美さん宅


